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高齢者の生活機能に焦点をあてた看護過程演習の
　　　　　　授業方略 に対す る学生の学び と評価
－講義とリンクさせた看護過程演習とフィー ドバックの取り組み－
木 島輝 美1),安川 揚 子1),武田 かお り2),水野智 美3),奥宮暁 子1)
　　　　　　1)札幌医 科大 学
　　　　　　2)名寄市 立大 学
　　　　　　3)北海道 医療 セ ンタ ー附属札 幌看 護学 校
　本研究は、高齢者の生活機能に焦点をあてたアセスメン トを学習させるために、老年看護の講義と看護
過程演習をリンクさせた授業展開 とチェックリス トを用いたフィー ドバックを試行したことによる学生の
学び と授業方略への評価を明 らかにすることを目的とした。
　対象はA大学看護学科 の3年 生で老年看護活動論 を履修 した者の うち研究同意が得 られた49名
(89.1％)であった。データ収集は看護過程演習の進め方とその学びについての 自由記載のアンケー トを
実施 した。結果は、講義 と看護過程演習をリンクさせた授業展開について9割 の学生が 「理解が深まりア
セスメン トの視点が明確になった」 と肯定的にとらえていた。そしてフィー ドバック方法については7割
の学生が 「自分の不足点を客観的に捉えることができた」と評価していた。また学生は高齢者のできる部
分に着 目する重要性にも気づいてお り、生活機能の視点を養 うことができた。以上より、今回試行 した授
業展開とフィー ドバ ック方法の有効性が示された。
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Effects onStudents' Learning and their Appraisal of aTeaching Strategy
   Used for Nursing Process Exercise Focusing onHow to Assess
     Functioning of the Elderly-Benefits o  Lecture-Linked
          Nursing Process Exercise and Feedback
Terumi K jima1), YokoYasukawa1), Kaori Takeda2), Tomomi Mizuno3), Akiko Okumiya1)
1)Sapporo Medical University
2)Nayoro City University
3)National Hospital Organization Hokkaido Medical Center Sapporo School of Nursing
A trial was carried out of a teaching strategy which was designed to teach how to make assessment
of elderly patients with a focus on their functioning, and an analysis was made on the effects on
students' learning and their appraisal of such teaching. The strategy linked classroom lecture on
gerontological care to nursing process exercise and included feedback using a checklist.
The third year students of the Department of Nursing of a certain university who had taken the
gerontological care course were invited to participate in the survey. 49 0f them (89.1％) who had
agreed to participation were asked to freely make comments on a questionnaire form about the
structure of the teaching and their learning from it. 90％ of them gave a positive feedback saying
that they gained a clearer understanding of what they should focus in making assessments. 70％ of
the respondents found the feedback opportunity invaluable in that it helped them identify their weak-
nesses. The students understood how functioning should be assessed, recognizing the importance of
observing what faculties the elderly had maintained.
The findings confirmed the effectiveness of the present teaching strategy and feedback system.
Key words:the elderly, functioning, nursing process, assessment, teaching method
Bull. Sch.Hlth.Sci.Sapporo Med. Univ 13:79-84(2011)
〈連絡先 〉　木島輝美： 〒060-8556　札幌市中央区南1条 西17丁目　札幌医科大学保健 医療 学部看護学科
─79─
木島輝美、安川揚子、武田かおり、水野智美、奥宮暁子


















































た。そして、著者 らが作成 したアセスメン トの視点に関す
るチェックリス ト(図1)を もとに教員が評価 し、1週 間
後にフィー ドバックして修正させることを繰 り返 した。フィー




















　 1.高齢者の加齢による変化と疾患を理解 し日常生活に影響を及ぼ している状況をアセスメントすることの重要性を理解できる.
　 2.高齢者の発達上の特性,生 活習慣,環 境や生活歴の観点から日常生活の状況をアセスメン トすることの重要性を理解できる.
　 3.高齢者やその家族が体験 している心理 ・社会的変化についてアセスメン トすることの重要性を理解できる.
　 4.1～3を関連付けて必要な看護診断/健 康課題を考えることができる.




月 日 講 目 学習内容 方法 記録提出 ブイー ドバ ツク
4/15
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3 嚥下機能のアセスメン ト 看護過程演習
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(水)




1-2 高齢者の栄養 講義 健康管理




3 排泄機能のアセスメン ト 看護過程演習
6/10
(水)
1-2 認知症のある高齢者への看護II 講義 栄養代謝




認知機能 栄養代謝　排泄2 褥瘡のある高齢者への看護 講義





3 運動機能のアセスメン ト 看護過程演習
7/1
(水)
1-3 統合および計画立案 看護過程演習 活動運動　統合
7/8
(水)









1-3 最終記録提出日 看護過程演習 全記録
図1　 フィー ドバ ック ・チ ェック リス ト





















教員からのポイントごとのフィー ドバックにより自分の不足している部分を客観的に捉えることができた 33 67.3
進行速度は適切であり記録提出スケジュールを示してしてくれたので計画的に学習を進めることができた 14 28.6
毎回提出するアセスメントの量にばらつきがあり後半につまって大変だった 9 18.4
認知機能はすべてのパターンに含まれるので最初に講義をしてアセスメントしたほ うが良い 8 16.3
教員間で採点基準が一致していなかった 4 8.2
自分が書いた内容を忘れない内にフィー ドバックされた 3 6.1
Q2.高齢者を対象とした看護過程演習を通して学んだことは何ですか? 件数 %
加齢による身体 ・精神的変化について 13 26.5
高齢者の長い人生経験に目を向けて尊重することの大切 さ 11 22.4
高齢者の多くの既往歴を考慮することの重要性 7 14.3
できる部分を維持 しもてる力を引き出す援助の大切 さ 7 14.3
認知機能の低下によるセルフケア能カへの影響について 7 14.3
認知症の方への援助について 6 12.2
一つの現象に加齢 ・疾患 ・認知機能 ・人生背景など様々なことが関連 していること 5 10.2
できるところ ・できないところを細かくみていく必要性 4 8.2
Q3.高齢者を対象とした看護過程演習を通 して理解 しにくかったことは何ですか? 件数 %
認知症や麻痺のある対象者のイメージがつかない 11 22.4
認知症の疾患理解が難しい 7 14.3
身体機能や認知機能など多くの要素を関連させて考えることが難 しい 5 10.2
認知症が日常生活へどのように影響を及ぼしているのかを分析するのが難 しい 5 10.2
認知症の人がどの程度まで分かっているかの判断が難 しい 5 10.2
ADLの低下が運動機能低下によるものか認知機能低下によるものか見極めが難しい 4 8.2
各機能的健康パターンで認知症の影響を考えながらアセスメン トをするのが難 しい 4 8.2
様々なスケールの活用が難 しい 4 8.2
高齢者がどこまで自分でできるのかを見極めて目標を設定するのが難 しい 4 8.2

































































中で、学生自身の捉え方を客観視 させる 「振 り返 りの重要
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